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はじめに 

                        

平成 18 年 12 月、第 61 回国連総会において、「障害者の権利に関する条約」が採択され、

平成 20 年５月に発効した。我が国は平成 19 年９月に同条約に署名し、現在批准に向けた

検討を進めているところである。 

教育分野についていえば、障害のある子どもが障害のない子どもと共に教育を受けると

いう障害者権利条約のインクルーシブ教育システム構築の理念を踏まえた検討が、中央教

育審議会初等中等教育分科会「特別支援教育の在り方に関する特別委員会」にてなされ、

これを受けて、平成 24 年７月に同分科会から「共生社会の形成に向けたインクルーシブ

教育システム構築のための特別支援教育の推進」（報告）が出された。 

さて、インクルーシブ教育システムにおいては、「同じ場で共に学ぶことを追求するとと

もに、個別の教育的ニーズのある幼児児童生徒に対して、自立と社会参加を見据えて、そ

の時点で教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供できる、多様で柔軟な仕組みを整備

することが重要である。」と言われている。（上記「報告」より） 

子ども一人一人の多様な教育的ニーズに応じた指導を行うには、教員個々の専門性の向

上を図るだけでなく、教員一人一人の力がより一層発揮されるようなシステムの構築を考

えていく必要がある。さらには、組織や地域として専門性を担保していく仕組みが必要で

ある。 

本研究では、インクルーシブ教育システムの構築に向かう国の政策の方向性に対応し、

その要となる人材育成及び専門性を担保するためのシステムについて検討し、関係機関に

情報提供を行うことを目的としている。 
研究１年目では、研修に関わる情報を国内外から収集・分析し、インクルーシブ教育シ

ステムを構築していくための研修に必要な要素について検討し、それらを踏まえ、関係者

に求められる専門性の考え方について整理した。 

研究２年目では、１年目を受け、インクルーシブ教育システムを構築していくために、

すべての教員に求められる資質・能力とは何かについて検討し、それらを習得するための

研修の方策例である「インクルーシブ教育システム構築に向けた研修ガイド 多様な学びの

場の教育の充実のために―特別支援教育の活用―」（試案）を取りまとめた。また組織及び

地域としての専門性の担保の仕組みについて情報収集し、実践例を検討した。 

ここに本研究２年間(平成 23 年度～24 年度)の成果を報告する。本研究の所期の目的で

ある「関係機関への情報提供」に十分な内容であるか等、是非ご批正いただきたい。 

 

 

研究代表者 教育研修・事業部 総括研究員 澤田 真弓 
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